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研究成果の概要（和文）：本研究は，腹内側前頭前皮質機能を評価する方法の開発に向けて腹内側前頭前野機能と関連
がある情動によって生じた過誤記憶に対して2つのパラダイム（Deese-Roediger-McDermottパラダイムと指示忘却パラ
ダイム）を用いた過誤記憶課題の結果を検証することを目的としている．結果，健常者では不快情動刺激における虚再
認が，増加する傾向を示した．また，加齢による背外側前頭前野の意図的な注意抑制機能の低下による不快情動刺激へ
の虚再認が増加することを認めた．本研究の成果は，腹内側前頭前野の機能低下による行動障害への新たなリハビリテ
ーション方法の開発の一助となると考えられる．

研究成果の概要（英文）：The present study aimed to investigate the effects of emotion on false memories 
involving roles of ventromedial prefrontal cortex (VMPFC) by evaluating two tasks of false recognition 
produced by emotion, one task of the Deese-Roediger-McDermott (DRM) paradigm and another task of the 
directed forgetting paradigm. Results of data on the DRM paradigm task showed that the number of false 
recognition in negative emotional stimuli is marginally increased than in neutral emotional stimuli. 
Results of data on the directed forgetting paradigm task revealed that the number of false recognition in 
negative emotional stimuli is a significant increase in comparison with neutral emotional stimuli, due to 
the decrease of attentional inhibition playing a role of dorsolateral prefrontal cortex in aging. These 
results represent an important step toward developing the evidence-based intervention strategy to improve 
behavioral symptom following damage to the VMPFC.

研究分野：リハビリテーション医学
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１．研究開始当初の背景 
 
前頭葉を損傷した対象者は，「仕事の優先
順位の決定」や「出来事の時間的配列の理解」
が難しく，円滑に社会生活を営むための根拠
に基づいたリハビリテーション介入を実施
することが必要である．この根拠に基づいた
介入を実施するためには，適切に前頭葉機能
を評価する必要がある．しかし，リハビリテ
ーション場面で用いられる標準化された前
頭葉検査は，背外側前頭前野の機能低下を識
別できるが，社会行動における問題行動と関
連が高い腹内側前頭前野の機能低下に特化
した検査が不足しておりその重症度を判別
することが難しいことが，臨床上問題となっ
ている． 
腹内側前頭前野の損傷の記憶の問題とし
て記銘の不確かさや時間的順番の不確かさ
が要因としてあげられる過誤記憶やそれに
伴う作話が特徴的であることが，神経心理学
的研究によって報告されている．また，腹内
側前頭前野は，扁桃体などの辺縁系とともに
情動自体や情動によって生じた認知を伴う
処理に対しても脳画像研究によって報告が
なされている．そこで，情動によって生じた
認知を伴う記憶にともなう過誤記憶を測定
できる方法を明らかにすることで腹内側前
頭前野の機能低下に特化した検査の開発に
つながるのではないかと仮説を立てた． 
 
２．研究の目的 
 
本研究は，腹内側前頭前野の機能を測定で
きる評価方法開発につなげるために腹内側
前頭前野の機能である情動によって生じた
認知を伴う記憶の2つのパラダイムを用いた
過誤記憶課題を作成してその結果を検証す
ることである． 
 
(1) “The Deese-Roediger-McDermott (DRM) 
Paradigm: DMR パラダイム”を用いた情
動価の異なる写真刺激の再認課題を作
成して虚再認出現頻度と記銘時の情動
変化との関係を検証する． 
 

(2) 指示忘却パラダイムを用いた情動価の
異なる単語の意図的な学習抑制課題を
作成して意図的な学習を抑制する背外
側前頭前野の機能と情動記憶と関連す
る内側前頭前野の機能との関係を検証
する． 
 

３．研究の方法 
 
(1) DMR パラダイム課題 
提示刺激は，標準化された情動写真か
ら選出され記銘刺激として 24 刺激から
なる4つのリストと再認刺激として記銘
時の刺激に記銘時に提示した刺激に新
規の刺激（記銘時の刺激と類似した刺激

と類似していない刺激）からなる 2つの
リストを作成した． 
手順は，実験参加した大学生に情動価
の異なる写真刺激（快情動，不快情動，
中立情動）をパーソナルコンピュータ画
面に提示し，提示された刺激の情動価を
7段階で評定するように教示した．そし
て，記銘から 1日後と 1週間後に再認リ
ストをパーソナルコンピュータに提示
してその刺激を見たかどうかを判断さ
せ，その確かさを 4段階で評定させた． 
 

(2) 指示忘却パラダイム課題 
提示した刺激は，情動価と学習容易性
を統制した不快情動価及び中立な情動
価からなる二字熟語を10語ずつ選出し，
フィラー語2語も含まれる2つの刺激リ
ストに配分した．その他に再認時に提示
される 20 単語も同様に選出した． 
実験参加した健常高齢者と健常若年
者を全リストを学習した「記銘群」と最
初のリストを意図的に忘れるように教
示された「忘却群」にそれぞれ割り当て
た．手順は，学習段階では，第 1リスト
として刺激リストのどちらかをパーソ
ナルコンピュータ画面中央に1単語につ
き 2秒間提示した．続いて残りのリスト
を第2リストとして同様の手順で実施し
た．その後 90 秒間の妨害刺激後，再認
課題として，提示した単語と未提示の単
語 40 語をランダムに並べた用紙を配付
し提示された単語を選択させた．刺激提
示順序は，カウンターバランスをとり，
第 1リスト提示前に「できるだけたくさ
ん覚えてください」と両群に教示した．
そして第 2 リスト提示前に記銘群には，
「今覚えた単語もこれから提示される
単語も後でテストしますので覚えてく
ださい．」と教示を与えた．一方忘却群
には，「今までの学習は練習でした．こ
れから本番を行います．これから提示さ
れる単語のテストをしますので，今学習
した単語は忘れ，これから提示する単語
を覚えてください．」と教示を与えた． 

 
４．研究成果 
 
(1) DMR パラダイム課題 
虚再認数を比較した結果，不快情動価
の写真刺激が，他の情動価の刺激よりも
虚再認が多く，正確性が低い傾向が示さ
れた．このことより健常者では，不快な
情動が，過誤記憶を引き起こす可能性が
示唆された．一方，腹内側前頭前野損傷
による自研例では，情動価による虚再認
数の違いが検出されなかった．このこと
から，腹内側前頭前野損傷は，情動が与
える認知機能への影響を減少させる可
能性が推測された． 
故にDMRパラダイムを用いた情動刺激



の虚再認課題は，腹側内側前頭前野損傷
による記憶障害の有無や重症度を検出
しうる指標としてリハビリテーション
場面での活用できると考えられる． 

 
(2) 指示忘却パラダイム課題 
記銘群の結果は，加齢による刺激の再
認成績の差を認めたが，刺激の情動価に
よる再認成績の差は検出されなかった．
一方忘却群の結果は，高齢者のみ不快情
動の刺激の再認の正確性が，中立刺激の
正確性よりも明らかに低下していた．こ
のことから，背外側前頭前野の機能であ
る意識的に注意を逸らす能力が，加齢に
よる低下によって，腹内側前頭前野と関
連がある不快情動の虚再認を誘発させ
る可能性が示唆された． 
この課題を応用することで，背外側前
頭前皮質の機能低下と腹内側前頭前野
の機能低下を分離して測定することが
できる評価指標の開発へとつなげられ
ることが考えられる． 
 

(3) 今後の展望等 
本研究では，社会生活を営む上で必要
な前頭葉機能の内，機能障害の測定が不
十分である腹内側前頭前野の機能につ
いて，情動価の違いによる記銘の違いや
過誤記憶に着目した 2 つの課題を作成
して検証した．その結果，新たな腹内側
前頭前野の機能を測定しうる指標とな
り得る根拠を提示できたと考えている．
特筆すべき点は，背外側前頭前野の関連
する注意抑制機能と腹内側前頭前皮質
の関連する情動記憶を指示忘却パラダ
イム課題を用いることで分離しうる根
拠を示せたことがあげられる．このこと
は，今までの前頭葉機能評価では，背外
側前頭前野機能の影響によって腹内側
前頭前野の低下を検出が不十分であっ
たことを解決できる評価方法の開発と
なると考えられる． 
本研究の成果は，腹内側前頭前野の機
能障害の特徴や重症度を測定すること
が可能となるのみではなく，認知症のも
の取られ妄想などの誤認を伴う行動障
害や頭部外傷者の過誤記憶などへの新
たなリハビリテーション介入方法の開
発にもつながる基礎的な知見として期
待できる．本研究で得られた最終的な研
究成果については，順次学術雑誌等で報
告する予定である． 
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